
 
 

 
 

                        令 和 ４ 年 １ ０ 月 ２ ８ 日 

総合政策局 公共事業企画調整課 
国土技術政策総合研究所 社会資本マネジメント研究センター 社会資本施工高度化研究室 

（共催：国立研究開発法人 土木研究所 技術推進本部） 

（運営補助：一般財団法人 先端建設技術センター） 

「遠隔施工等実演会」（施工ＤＸチャレンジ２０２２）の開催 

 

 

 

 

災害対応、生産性向上に加え、将来的な宇宙開発に資する遠隔施工等の革新的施工技術につ

いて、各種技術及び技術者が集まり、実フィールドでの実演を通じて、そのノウハウを共有し、

技術の普及、技術力向上、更なる技術開発を促進します。（全１８技術の実演） 
 

 日時 令和4年11月21日（月）13:15-17:00 & 22日（火）9:30-15:00  

 場所 建設ＤＸ実験フィールド（茨城県つくば市） 

      （国土交通省国土技術政策総合研究所 及び 国立研究開発法人土木研究所 内） 

 実施内容  （※詳細は別添をご覧ください） 

・遠隔施工技術の実演（ロボＱＳ他各種遠隔施工関連技術／リアル＆ヴァーチャル） 

・革新的施工技術の実演（モバイルLiDAR、建設用3D-Print技術等） 

 参加者 
遠隔施工等革新的施工技術に係る産学官の関係者 

（遠隔操作等関係者（操作者、機器開発者等）、宇宙無人建設革新技術開発関係者、国土交通省職員） 

 その他 
・ＶＲ国総研にてオンライン見学可。申し込み必要（右QRコ－ドより） 

（※通信容量等の都合よりアクセス制限する可能性有） 

 ・報道関係者は現地取材可（※下記問い合わせ先にお申し込みください） 

・本会は、「宇宙無人建設革新技術開発推進事業」の一環として、月面等の宇宙開発
に発展する可能性の有る地上の建設技術の高度化を図るもの。  

【問い合わせ先】 
国土交通省  総合政策局 公共事業企画調整課 増、味田、金森   直通Tel：03-5253-8286 

E-mail: hqt-unmanned_constr@mlit.go.jp  FAX：03(5253)1556  

〃    国土技術政策総合研究所 社会資本マネジメント研究センター 

社会資本施工高度化研究室長 山下  直通Tel:029-864-7480 Fax:029-864-3146 

（共催：国立研究開発法人土木研究所 技術推進本部先端技術チーム上席研究員 山口 

                      直通Tel:029-879-6757 FAX:029-879-6799） 

ヴァーチャル 

リアル 

宇宙建設に資する 
革新技術開発（１３件） 

を紹介 

ロボ QS 等遠隔施工＆革新的施工技術（１８技術）が集結 

同時発表 

筑波研究学園都市記者会 
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実演技術一覧 （実演：18 技術） 

● 技術名 ［実施者、開発者or 保有者］ 

其の一、遠隔施工技術（リアル） ５技術 

● 簡易遠隔操縦装置 ロボＱＳ ［九州地方整備局九州技術事務所、株式会社フジタ、株式会社ＩＨＩ］ 

→「設置、操作、撤去」の実演及び取り組み紹介を全国の８地方整備局及び北海道開発局で実施 

● ロボコンストラクション用カナタッチ ［(株)カナモト・(株)富士建］ 

● MODEL V（e 建機チャレンジ大会とのコラボ） ［ARAV㈱、運輸デジタルビジネス協議会等］ 

● 汎用遠隔操縦装置 サロゲート ［(株)大林組］ 

● CAT Command 遠隔操作ソリューション ［Catarpillar Japan］ 

 

其の二、遠隔施工技術（ヴァーチャル） ５技術 

● 遠隔操縦操作訓練用シミュレータ ［九州地方整備局九州技術事務所、(株)フォーラムエイト］ 

● 重機でGO（VR による月面重機操作体験） ［トライアロー＆寿建設］ 

● 複数建設機械の遠隔操縦～マルチコックピット～  

［(株)加藤組、日立建機日本(株)、西尾レントオール(株)］ 

● 無人化施工VR 技術～シンクロアスリート～ ［(株)熊谷組・国立東京工業高等専門学校］ 

● TENSTAR シミュレータ ［国土技術政策総合研究所］ 

 

其の三、遠隔施工支援技術 4 技術 

● 臨場型遠隔映像システム「T-iROBO® Remote Viewer」 ［大成建設㈱］ 

● 重機遠隔操縦サービス ［日本電気株式会社］ 

● 360 度半天球カメラを用いた無線でのリアルタイム高画質動画配信システム ［FCNT(株)］ 

● VR 国総研(F8VPS) ［国土技術政策総合研究所、(株)フォーラムエイト］ ※遠隔参加支援 

 

其の四、革新的施工技術 ４技術 

● スマホLiDAR×遠隔臨場システム ［モバイルスキャン協会、ykuw-design］ 

● リアルタイム点群表示3Ｄスキャニング ［金杉建設株式会社］ 

● モバイル端末活用の災害状況把握 ［関東地方整備局］ 

● 建設用3D プリンター ［株式会社Polyuse、株式会社加藤組、株式会社砂子組］ 

（● コンクリート3D プリンター c3dp ［曾澤高圧コンクリート㈱］ ※動画紹介） 

 

（紹介技術） 
宇宙無人建設革新技術開発（実施中の研究開発の紹介） １３件 

 ● 施工高度化系 ［鹿島建設、清水建設、コマツ、大成建設］ 

● 測量・調査・輸送・全体システム 系 ［立命館大学、熊谷組、技研製作所、有人宇宙システム］ 

 ● 建材製造系 ［大林組、早稲田大学］ 

 ● 簡易施設建設系 ［清水建設、大林組、東京大学］ 

 

其の他、関連する取組、技術 

● 遠隔操縦式バックホウ（ラジコン式・分解組立型） ［四国地方整備局］  等 

 

※上記、諸事情により変更の可能性が有ります。 

別添 
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実演技術概要 （※全ての技術を網羅しておりません。適宜変更の可能性あり） 
◆ 其の一、遠隔施工技術（リアル） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 其の二、遠隔施工技術（ヴァーチャル） 
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◆ 其の三、遠隔施工支援技術 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 其の四、革新的施工技術 
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◆ 其の他、関連する取組、技術 
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（タイムスケジュール）  

 

11 月 21 日 13:15  開会式（主催者挨拶、実演会説明、一斉動作） 

  13:30  プレゼン・実演開始（関東地方整備局 ロボ QS の設置） 

     ※各取り組みのプレゼンの後、実演を行います（以下同様） 

  13:45～  プレゼン・実演（各地方整備局等の取組紹介） 

  14:15～  プレゼン・実演（各企業の遠隔施工技術＿リアル） 

     ※プレゼン開始前より個別に操作説明・体験を実施（以下同様） 

  15:00～  プレゼン・実演（各企業の遠隔施工技術＿ヴァーチャル） 

15:30～  プレゼン・実演（各企業のプリント、スキャン技術） 

  16:30～17:00 頃 プレゼン（宇宙無人建設革新技術開発＿施工高度化） 

 

11 月 22 日 9:30  朝礼（全体説明） 

  9:40  プレゼン・実演開始（九州地方整備局 ロボ QS の設置） 

  9:50～  プレゼン・実演（各地方整備局等の取組紹介） 

  10:10～  プレゼン・実演（各企業の遠隔施工技術；リアル） 

  10:30～  プレゼン・実演（各企業のヴァーチャル、スキャン技術） 

  11:15～  プレゼン・実演（宇宙無人建設革新技術開発＿調査、輸送） 

  （昼休み） 

  13:00～  プレゼン・実演（各企業の遠隔施工技術；リアル） 

  13:30～  プレゼン・実演（各企業の遠隔施工技術） 

14:30～  プレゼン（宇宙無人建設革新技術開発＿建材製造、簡易構造物） 

  15:00～15:10 頃 閉会式 

 

※ 進行状況等で変更の可能性が有ります 

※ 詳細は、今後、専用ホームページ（下記 QR コード）でお知らせします。 
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（実演会 会場） ※レイアウトは変更の可能性が有ります 

「建設ＤＸ実験フィールド」 （茨城県つくば市） 

  国土交通省国土技術政策総合研究所 及び 国立研究開発法人土木研究所 内 

 

実演会会場 

（屋外） 

30m×30m 

5 カ所 
実演会会場 

（屋内） 

遠隔操作室＆展示場 


